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平面𝐿𝑀𝑁上の任意の点𝑃は、𝐿𝑃⃗⃗ ⃗⃗ = 𝑎𝐿𝑀⃗⃗⃗⃗⃗⃗ + 𝑏𝐿𝑁⃗⃗⃗⃗  ⃗と表せる。 

 𝐿𝑃⃗⃗ ⃗⃗ = 𝑂𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ − 𝑂𝐿⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑎(𝑂𝑀⃗⃗⃗⃗ ⃗⃗  − 𝑂𝐿⃗⃗⃗⃗  ⃗) + 𝑏(𝑂𝑁⃗⃗⃗⃗⃗⃗ − 𝑂𝐿⃗⃗⃗⃗  ⃗) 

 ∴ 𝑂𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ = (1 − 𝑎 − 𝑏)𝑂𝐿⃗⃗⃗⃗  ⃗ + 𝑎𝑂𝑀⃗⃗⃗⃗ ⃗⃗  + 𝑏𝑂𝑁⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = 𝑠(1 − 𝑎 − 𝑏)𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑡𝑎𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑢𝑏𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ 
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であるから 

 𝑂𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑠 (
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− 𝑎 − 𝑏)𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑡𝑎𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑢𝑏𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ = (
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− 𝑠𝑎 − 𝑠𝑏)𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑡𝑎𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑢𝑏𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ 

ここで、𝑎 =
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, 𝑏 =

3

4𝑢
とすると ∴ 𝑂𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ =
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このとき、𝑃は𝑠, 𝑡, 𝑢の値に無関係であるから、題意は示された。 (証明終) 

 

 

※理系□4 (1)とほぼ同じ。 


